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補正予算など 20 議案を審議（9 月定例会）
補正予算１議案を審議（10 月臨時会）

　令和４年第３回臨時会（１０月臨
時会）を、１０月２１日（金 ) の１
日間の会期で開催しました。
　臨時会には、市長から令和４年度
補正予算１議案が提出され、慎重審
議の結果、原案のとおり可決しました。

◇
本
庄
市
手
数
料
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
長
期

優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
の
認
定
申
請

等
に
係
る
手
数
料
を
徴
収
等
す
る
た
め

の
条
例
改
正
で
す
。

◇
本
庄
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
条
例

　

地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
職
員
の
定
年
の
引
上
げ
等
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
条
例
改

正
で
す
。

お
も
な
案
件
①

９
月
定
例
会
の
う
ご
き

８
月
25
日　

本
会
議

▼
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

▼
会
期
の
決
定
、
諸
報
告

▼
市
長
提
出
議
案
の
上
程
～
説
明

８
月
29
日　

本
会
議

▼
議
案
に
対
す
る
質
疑

▼
議
案
の
常
任
委
員
会
付
託

８
月
31
日　

常
任
委
員
会

▼
総
務
常
任
委
員
会

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

９
月
２
日　

常
任
委
員
会

▼
建
設
産
業
常
任
委
員
会

９
月
６
日　

特
別
委
員
会

▼
17
号
バ
イ
パ
ス
及
び
幹
線
道
路

　

整
備
対
策
特
別
委
員
会

９
月
７
日　

特
別
委
員
会

▼
交
通
政
策
及
び
観
光
政
策
特
別

　

委
員
会

９
月
14
・
15
・
16
日　

本
会
議

▼
一
般
質
問

９
月
21
日　

本
会
議

▼
諸
報
告

▼
各
特
別
委
員
長
報
告
～
採
決

▼
各
常
任
委
員
長
報
告
～
採
決

▼
市
長
提
出
追
加
議
案
の
上
程
～

　

説
明

▼
監
査
報
告

▼
市
長
提
出
追
加
議
案
に
対
す
る

　

質
疑

▼
決
算
特
別
員
会
の
設
置
及
び

　

追
加
議
案
の
特
別
委
員
会
付
託

▼
議
員
派
遣
の
件

▼
閉
会
中
の
継
続
審
査

　令和４年第３回定例会（９月定例会）を、８月２５日（木 )
から９月２１日 ( 水 ) までの２８日間の会期で開催しました。
　今定例会には、市長から条例の一部改正、令和４年度補正予
算など１４議案が提出され、さらに最終日には、市長から令和
３年度決算認定の６議案の提出がありました。
　慎重審議の結果、令和３年度決算認定の６議案を閉会中の継
続審査とし、それ以外の議案を原案のとおり可決しました。

10
月
臨
時
会
の
う
ご
き

10
月
21
日　

本
会
議

▼
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

▼
会
期
の
決
定
、
諸
報
告

▼
市
長
提
出
議
案
の
上
程
～
採
決

議 案 番 号 件　　　　　　　　　　　名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

議決結果
谷
田
裕
之

栗
田
弘
志

倉
林
益
代

小
賀
野
健
司

内
田
英
亮

矢
野
間  

規

山
口　

豊

山
田
康
博

清
水
静
子

門
倉
道
雄

巴　

高
志

堀
口
伊
代
子

冨
田
雅
寿

粳
田
平
一
郎

柿
沼
綾
子

柿
沼
光
男

広
瀬
伸
一

小
林　

猛

高
橋
和
美

林　

富
司

早
野　

清

市
長
提
出
議
案

第53号議案 本庄市手数料条例等の一部を改正する条例【P2】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
可
否
同
数
の
場
合
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第54号議案 本庄市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の
条例【P2】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第55号議案 本庄市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部
を改正する条例【P10】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第56号議案 本庄市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条
例【P10】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第57号議案

本庄市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部
を改正する条例
・一般職職員に準じ、60 歳に達した企業職員の給料月額に関し特例
措置を定める等するための改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第58号議案 本庄市の議会の議員又は長の選挙における選挙運動用自動車
の使用等の公営に関する条例の一部を改正する条例【P10】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第59号議案 工事請負契約の締結について【P10】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第60号議案 市道路線の廃止について【P10】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第61号議案 市道路線の認定について【P10】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第62号議案 令和４年度本庄市一般会計補正予算（第６号)【P10】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第63号議案 令和４年度本庄市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）【P11】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第64号議案 令和４年度本庄市介護保険特別会計補正予算（第1号）【P11】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第65号議案
令和４年度本庄市水道事業会計補正予算（第２号）
・人事異動等に伴う給与費の補正及び県道本庄寄居線の老朽管更新や御陣場川・
新井北橋の配水管布設の実施設計を行うための資本的支出の補正などするもの

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第66号議案
令和４年度本庄市下水道事業会計補正予算（第１号）
・宮戸農業集落排水処理施設の汚泥貯留槽について、漏水箇所の補修
工事を行うための収益的支出の補正などするもの

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第67号
追加議案 令和３年度本庄市一般会計歳入歳出決算認定について【P11】 継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第68号
追加議案

令和３年度本庄市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

【歳入決算額：80億8162万1936円、歳出決算額：79億277万6983円】
継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第69号
追加議案

令和３年度本庄市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
【歳入決算額：62億9830万5854円、歳出決算額：62億6702万5781円】 継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第70号
追加議案

令和３年度本庄市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
について

【歳入決算額：8億5170万2417円、歳出決算額：8億5147万5068円】
継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第71号
追加議案

令和３年度本庄市水道事業会計の利益の処分及び決算認定に
ついて

【収益的収入決算額：16億4436万1022円、収益的支出決算額：15億88
9万9148円、資本的収入決算額：1億7525万5750円、資本的支出決算
額：7億9647万1043円】

継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第72号
追加議案

令和３年度本庄市下水道事業会計の利益の処分及び決算認定
について

【収益的収入決算額：20億801万5064円、収益的支出決算額：17億544
5万2595円、資本的収入決算額：18億7279万3179円、資本的支出決算
額：24億824万4823円】

継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

( 賛成：○　反対：×　棄権：棄　欠席：欠 )

令和４年第３回定例会 提出議案とその結果

議 案 番 号 件　　　　　　　　　　　名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

議決結果
谷
田
裕
之

栗
田
弘
志

倉
林
益
代

小
賀
野
健
司

内
田
英
亮

矢
野
間  

規

山
口　

豊

山
田
康
博

清
水
静
子

門
倉
道
雄

巴　

高
志

堀
口
伊
代
子

冨
田
雅
寿

粳
田
平
一
郎

柿
沼
綾
子

柿
沼
光
男

広
瀬
伸
一

小
林　

猛

高
橋
和
美

林　

富
司

早
野　

清
市
長
提
出
議
案

第73号議案 令和４年度本庄市一般会計補正予算（第７号）【P11】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

( 賛成：○　反対：×　棄権：棄　欠席：欠 )

令和４年第 3回臨時会 提出議案とその結果

※議長は可否同数の場合のみ採決に参加します。
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る
場
合
に
は
下
校
時
刻
の
繰
下
げ

や
必
要
に
応
じ
て
下
校
途
中
に
水

分
補
給
を
行
う
よ
う
指
導
し
ま
し

た
。
ま
た
、
体
感
温
度
を
下
げ
る

効
果
の
あ
る
日
傘
の
活
用
も
指
導

し
て
い
ま
す
。
来
年
度
以
降
も
発

達
段
階
に
応
じ
、
今
年
度
と
同
様

の
対
応
や
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
交
通
事
故
だ
け

で
な
く
地
震
発
生
時
等
に
頭
部
を

守
る
大
切
な
道
具
で
す
。
市
で
は

安
全
性
に
加
え
通
気
性
も
考
慮
し
、

通
気
穴
の
あ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
選

定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
児
童
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、
交
通
事
故

等
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、

夏
場
に
お
い
て
も
熱
中
症
対
策
を

十
分
に
行
っ
た
上
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　

（
学
校
教
育
課
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

･

土
地
利
用
構
想
に
つ
い
て

登
下
校
時
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

市
議
団 

大
地
代
表

　谷
田

　裕
之

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
事
業
に
つ
い
て

自
由
民
主
党

本
庄
ク
ラ
ブ
代
表

　
　
　
　

今
年
も
猛
暑
日
を
記
録

す
る
状
況
下
で
も
児
童
の

登
下
校
を
中
止
す
る
事
は
困
難
か

と
考
え
ま
す
。
昨
年
は
冷
感
シ
ー

ト
配
給
な
ど
の
対
策
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
行
っ
た
対
策
と
来
年

以
降
考
え
て
い
る
対
応
を
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
下
校
時
は
特
に
暑
い

時
間
帯
で
、
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
う
中
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

だ
け
が
熱
中
症
の
原
因
と
は
考
え

ま
せ
ん
が
、
６
月
か
ら
９
月
の
着

用
を
中
止
し
帽
子
等
に
す
る
指
示

の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

本
市
で
は
児
童
生
徒
を

熱
中
症
か
ら
守
る
た
め
、

様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
気
温
35
度
ま
た
は

暑
さ
指
数
31
度
に
達
す
る
危
険
レ

ベ
ル
に
達
し
た
際
に
は
、
校
内
放

送
等
に
よ
り
周
知
し
注
意
喚
起
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
則
運
動

や
外
遊
び
は
中
止
と
し
て
い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
を
効
果
的
に
使
用
し
て

室
温
の
調
整
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
実
施
し
た
対
策
で
は
、
下

校
時
の
気
温
が
危
険
レ
ベ
ル
で
あ

問

ス
発
電
事
業
な
ど
は
、
事
業
を
行

う
上
で
必
ず
国
の
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
、
国
が
示
す
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
従
っ
て
適
切
に
事
業
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

宮
城
県
登
米
市
の
条
例
は
、
住

民
等
に
対
す
る
説
明
会
の
開
催
に

つ
い
て
細
か
く
定
め
、
地
元
と
の

事
前
協
議
を
経
な
い
と
国
へ
の
申

請
が
行
え
な
い
と
す
る
も
の
で
、

本
市
と
し
て
も
参
考
に
な
る
も
の

で
す
。

本
市
は
太
陽
光
発
電
事
業
以
外

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に

対
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

て
い
な
い
状
況
で
す
の
で
、
議
員

ご
提
案
の
本
市
で
の
条
例
制
定
に

つ
い
て
は
、
条
例
を
制
定
し
て
い

る
自
治
体
の
状
況
等
を
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
環
境
推
進
課
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
本
庄
市
観
光
協
会
に
つ
い
て

　
　
　
　

近
年
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
問
題

で
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
自

然
環
境
と
の
調
和
を
図
る
条
例
が

策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
登
米
市
の
よ
う
に
、
事

業
内
容
を
市
に
届
け
る
前
に
説
明

会
を
実
施
す
る
よ
う
義
務
化
し
、

住
民
と
の
適
切
な
意
思
疎
通
が
図

れ
る
よ
う
な
条
例
の
策
定
が
必
要

で
す
。
本
市
も
児
玉
南
部
地
域
の

自
然
、
観
光
資
源
を
守
る
た
め
の

条
例
の
策
定
に
つ
い
て
の
お
考
え

を
伺
い
ま
す
。

太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
、

水
力
及
び
バ
イ
オ
マ
ス
と

い
っ
た
自
然
に
存
在
す
る
資
源
を

生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
重
要
な
低
炭
素
の
国
産
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
す
。
一
方
、
国
内
で

多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発

電
施
設
で
は
、
土
砂
の
流
出
や
濁

水
の
発
生
、
環
境
へ
の
影
響
な
ど

地
域
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

固
定
価
格
買
取
制
度
を
利
用
し

た
太
陽
光
発
電
施
設
や
バ
イ
オ
マ

問答

答

一般質問

ここがポイント！ここがポイント！
そこが聞きたい！！

　一般質問とは、市の行政事務の状況や将来の方針などをただしたり、
報告を求めたりするもので、定例会ごとに行われます。今定例会では
１５名の議員が質問を行いましたので、主なものの要旨を掲載いたしま
す。なお、本文中の「見出し」及び「問」は、質問者自身が責任をもっ
て作成したものです。
　詳しい内容は、会議録（11月下旬発行予定）を議会事務局、
児玉総合支所、はにぽんプラザ、図書館、公民館及び市議会ホー
ムページで閲覧することができます。
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/honjo/pg/index.html

例
に
丁
寧
に
向
き
合
い
、
子
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
実
現
す
る
た
め
、

今
後
一
層
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

の
理
念
に
沿
っ
た
行
動
を
心
が
け

て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
は
、

子
ど
も
の
権
利
を
擁
護
す
る
観
点

か
ら
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
他
市
の
条
例
や
制
定
の

状
況
な
ど
も
注
視
し
研
究
し
て
い

き
ま
す
。
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し

て
も
、
職
員
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

子
ど
も
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
の

的
確
な
把
握
、
リ
ス
ク
の
認
知
、

リ
ス
ク
を
見
極
め
る
力
を
つ
け
て

い
く
こ
と
で
、
重
大
な
案
件
に
な

る
前
の
早
期
支
援
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
子
育
て
支
援
課
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
環
境
教
育
と
学
校
施
設
の
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
の
推
進
に
つ
い
て

本
庄
総
合
公
園
に

計
画
さ
れ
て
い
る
人
工
芝

サ
ッ
カ
ー
場
に
つ
い
て

市
議
団
未
来
代
表

　柿
沼

　光
男

　
　
　
　

子
ど
も
の
政
策
の
司
令

塔
と
な
る
「
こ
ど
も
家
庭

庁
」
設
置
法
、「
こ
ど
も
基
本
法
」

が
成
立
し
た
。
い
じ
め
や
虐
待
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
、
助
け
て
と

言
え
な
い
子
ど
も
た
ち
の
権
利
を

ど
う
支
援
す
る
の
か
。
子
ど
も
の

声
を
代
弁
す
る
「
子
ど
も
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
制
度
」
も
含
め
子
ど
も
の

権
利
条
例
の
策
定
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置
は
努
力
義
務
で

あ
る
が
、
積
極
的
な
体
制
の
構
築

が
今
こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

制
度
は
、
声
を
上
げ
る
こ

と
の
で
き
な
い
子
ど
も
に
寄
り
添

い
、
耳
を
傾
け
、
子
ど
も
が
声
を

上
げ
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活

動
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。　
　
　

本
市
に
お
け
る
日
々
の
家
庭
児
童

相
談
業
務
の
中
で
も
、
困
り
ご
と

を
抱
え
る
子
ど
も
の
意
見
を
聞
く

場
面
が
あ
り
、
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
の
取
組
は
非
常
に
大
切
な
支

援
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
１
件
１
件
の
相
談
や
事

問

公
園
の
新
し
い
出
入
口
、
公
園
拡

張
区
域
に
整
備
す
る
駐
車
場
の
詳

細
設
計
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
設

計
後
、
排
水
路
等
の
改
修
工
事
を

行
う
と
と
も
に
、
公
園
拡
張
区
域

の
用
地
買
収
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

用
地
買
収
し
た
部
分
に
調
整
池
の

機
能
を
備
え
た
駐
車
場
等
を
整
備

後
、
既
存
駐
車
場
の
改
修
及
び
周

辺
の
造
成
工
事
、
サ
ッ
カ
ー
場
の

整
備
工
事
と
い
う
流
れ
で
進
む
予

定
で
す
。
一
度
に
す
べ
て
の
工
事

を
行
う
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
ま

ず
は
サ
ッ
カ
ー
場
に
必
要
な
駐
車

場
な
ど
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
か

ら
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
計
画

に
基
づ
き
着
実
に
整
備
し
、
本
庄

総
合
公
園
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
充

実
さ
せ
、
市
内
外
の
方
に
利
用
い

た
だ
け
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
都
市
計
画
課
）

　
　
　
　

建
設
計
画
は
、
高
規
格

の
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
で
、

大
人
用
１
面
で
、
少
年
基
準
に
す

る
と
２
面
と
れ
、
若
泉
運
動
公
園

多
目
的
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の
２

倍
に
な
り
ま
す
。
大
き
な
大
会
も

開
催
さ
れ
、
市
外
か
ら
も
大
勢
の

方
が
来
場
し
、
カ
ミ
ケ
ン
シ
ル
ク

ド
ー
ム
や
ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
相
ま
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
本
庄
一

の
賑
わ
い
を
呼
ぶ
ま
ち
づ
く
り
だ

と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
が
待

っ
て
い
ま
す
。
建
設
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
お
伺
い
し
ま
す
。

人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
は
、

本
庄
総
合
公
園
変
更
基
本

計
画
に
お
い
て
、
市
内
の
競
技
施

設
の
整
備
状
況
や
利
用
者
数
、
屋

外
運
動
施
設
の
工
事
費
用
や
維
持

管
理
費
用
、
関
係
団
体
等
の
ご
意

見
や
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
踏

ま
え
て
検
討
し
た
結
果
、
整
備
内

容
と
し
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　

現
在
は
、
県
道
花
園
本
庄
線
の

整
備
に
伴
い
、
公
園
の
未
整
備
区

域
と
拡
張
区
域
の
整
備
を
進
め
、

公
園
区
域
内
の
排
水
路
の
改
修
や
、

問答

答 子
ど
も
の
権
利
と

支
援
に
つ
い
て

公
明
党
代
表

　清
水

　静
子

山
口

　豊

児玉町河内地内の建設反対看板変更基本計画におけるイメージ図
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る
「
駅
前
街
区
」
の
検
討
で
す
が
、

郵
便
局
を
含
む
関
係
地
権
者
等
と

の
調
整
を
経
て
、
お
示
し
の
「
駅

前
街
区
」
の
範
囲
と
な
っ
て
お
り
、

現
時
点
で
は
郵
便
局
は
そ
の
範
囲

に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
進

め
て
い
る
事
業
手
法
の
検
討
や
事

業
採
算
性
の
検
証
等
の
際
に
は
、

基
本
計
画
上
に
示
す「
駅
前
街
区
」

の
範
囲
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
関

係
地
権
者
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
、
ご
提
案
の
郵
便
局
も
含

め
柔
軟
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
基
本

計
画
を
基
に
、
市
民
の
皆
様
と
様

々
な
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
一

歩
ず
つ
、
着
実
に
計
画
を
前
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
市
街
地
整
備
室
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
開
校
１
５
０
年
を
迎
え
る
小
学

校
の
記
念
事
業
に
つ
い
て

・
通
学
路
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

都
市
基
盤
分
野
の

　事
業
の
進
捗
と
今
後
の

 
　
　取
り
組
み
に
つ
い
て

市
議
団
き
せ
き
代
表

　粳
田

　平
一
郎

本
庄
市
の
農
業
の

活
性
化
に
つ
い
て

倉
林

　益
代（
市
議
団
き
せ
き)

本
庄
市
の
財
政
で
、

一
般
会
計
の
借
入
金
と

　基
金
残
高
に
つ
い
て

小
賀
野

　健
司（
市
議
団
未
来)

　
　
　
　

本
年
２
月
に
公
表
さ
れ

た
本
庄
駅
北
口
周
辺
整
備

基
本
計
画
で
は
事
業
範
囲
と
す
る

イ
メ
ー
ジ
図
に
本
庄
郵
便
局
が
入

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
エ
リ
ア
一

体
で
よ
り
効
果
的
な
整
備
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
も
本
庄
郵
便
局
を

含
む
エ
リ
ア
で
事
業
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
本
庄
郵
便
局
を
含
む

エ
リ
ア
と
な
れ
ば
北
口
ロ
ー
タ

リ
ー
も
広
く
な
り
整
っ
た
形
で
効

果
的
な
整
備
が
進
み
、
新
た
な
市

の
顔
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
る

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

本
庄
駅
北
口
周
辺
整
備

基
本
計
画
に
お
け
る
「
駅

前
街
区
」
の
範
囲
は
、
こ
れ
ま
で

の
関
係
地
権
者
の
皆
様
の
ご
意
見

や
関
係
機
関
と
の
調
整
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
続
き
等
を

経
て
、
本
年
２
月
の
公
表
に
至
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
今
年
度

は
本
庄
駅
北
口
駅
前
街
区
等
事
業

化
検
討
業
務
に
着
手
し
、
事
業
手

法
の
検
討
や
事
業
採
算
性
の
検
証

等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

郵
便
局
を
含
む
事
業
範
囲
に
よ

問

　

畑
・
人
材
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、

農
業
の
魅
力
等
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
農
業
に
関
す
る
豊
富
な

知
識
や
経
験
を
持
つ
方
々
に
農
業

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
形
で
知
識

や
技
術
を
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
一
方
で
市
民
農
園
の
開

設
に
は
関
係
法
令
に
適
合
さ
せ
る

こ
と
や
、
農
園
の
周
辺
に
影
響
を

与
え
る
懸
念
も
あ
り
、
地
域
住
民

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
変
重
要

で
す
。
ま
た
、
農
業
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
人
材
確
保
は
、
雇
用
形
態
も

含
め
十
分
な
検
討
が
必
要
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
形
の
市
民

農
園
の
設
置
に
は
、
先
進
事
例
を

参
考
に
す
る
な
ど
中
長
期
的
な
視

点
か
ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

（
農
政
課
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
生

徒
の
進
路
に
つ
い
て

　
　
　
　

県
下
で
も
有
数
の
農
作

物
の
産
地
で
あ
る
本
庄
市

の
農
業
の
活
性
化
に
向
け
て
、
担

い
手
の
確
保
や
耕
作
放
棄
地
発
生

抑
制
の
た
め
に
市
が
行
っ
て
い
る

具
体
的
な
施
策
を
伺
う
。
ま
た
、

新
た
な
農
業
の
担
い
手
に
つ
な
げ

る
、
本
庄
市
が
運
営
す
る
、
貸
し

や
す
く
借
り
や
す
い
、
ベ
テ
ラ
ン

農
業
者
が
初
心
者
に
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
指
導
す
る
、
市
民
農
園
の
創

設
と
、
は
に
ぽ
ん
野
良
ス
タ
ッ
フ

（
畑
・
人
材
バ
ン
ク
）
の
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
農
業
者
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
人
と
農

地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
市

内
を
９
地
区
に
区
分
し
、
地
区
別

に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
各
地
区
内
の
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
農
地
の
集
約
化

に
関
す
る
方
針
等
を
定
め
、
現
在

は
各
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
新
規
就

農
者
の
確
保
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
抑
制
等
の
各
種
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

問

本
庄
市
は
、
こ
の
10
年

間
で
借
入
金
の
利
子
を
約

18
億
８
千
万
円
も
支
払
っ
て
い
る

が
、
基
金
の
運
用
益
は
約
６
千
万

円
の
受
け
取
り
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
ま
で
は
、
な
ぜ

借
入
を
行
う
一
方
で
基
金
を
積
み

立
て
残
高
を
両
建
て
で
増
加
さ
せ

て
来
た
の
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
そ
し
て
今
後
は
借

入
金
残
高
、
基
金
残
高
と
も
に
減

少
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
前
倒
し
て
圧
縮
で
き
な
い

か
伺
い
ま
す
。

防
災
、
減
災
対
策
や
喫

緊
の
政
策
課
題
へ
の
対
応

な
ど
に
充
て
る
特
定
の
地
方
債
に

は
、
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
将
来

支
払
う
元
利
償
還
金
に
対
し
て
、

一
定
の
割
合
を
国
が
普
通
交
付
税

と
し
て
算
定
し
、
交
付
さ
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
市
の
実
質
的
な

負
担
額
が
少
な
く
な
る
た
め
、
交

付
税
に
算
定
さ
れ
る
地
方
債
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
国
庫
支
出
金
の

活
用
と
同
様
な
財
政
的
効
果
が
あ

り
ま
す
。
本
市
は
、
合
併
特
例
債

答

問

答

答

災
害
に
強
い

　ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

栗
田

　弘
志（
公
明
党)

な
ど
交
付
税
に
算
定
さ
れ
る
地
方

債
を
活
用
し
、
小
中
学
校
の
耐
震

化
、
公
共
施
設
の
整
備
、
道
路
整

備
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
一

方
で
、
将
来
に
対
す
る
備
え
と
し

て
基
金
へ
の
計
画
的
な
積
立
て
を

行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地
方
債

を
借
入
れ
し
つ
つ
も
、
基
金
残
高

を
増
加
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
中
期
的
な
見
通
し
で
は
、

地
方
債
残
高
は
、
償
還
額
が
借
入

額
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
減
少

傾
向
で
す
。
ま
た
、
基
金
残
高
は
、

経
常
的
経
費
の
伸
び
や
公
共
施
設

の
改
修
・
更
新
に
活
用
し
て
い
く

予
定
の
た
め
、
減
少
傾
向
で
す
。

今
後
も
、
計
画
的
な
地
方
債
の
発

行
や
基
金
の
運
用
、
積
立
て
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

（
財
政
課
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
本
庄
市
民
が
参
加
す
る
選
挙
に

つ
い
て

水
管
の
敷
設
、
浸
透
ま
す
の
設
置

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
例

年
雨
季
に
入
る
前
の
５
月
に
市
内

各
所
の
雨
水
排
水
路
や
調
整
池
の

ス
ク
リ
ー
ン
の
点
検
、
清
掃
な
ど

を
実
施
し
、
速
や
か
に
排
水
で
き

る
よ
う
維
持
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
浸
水
対
策
の

強
化
と
し
て
、
浸
水
被
害
を
想
定

し
効
果
的
に
被
害
の
軽
減
を
図
る

た
め
の
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
浸
水
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
の
目
標
と
な
る

降
雨
量
を
設
定
し
、
浸
水
実
績
や

雨
水
排
水
施
設
を
考
慮
し
た
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
よ
り
実
情
に
合
わ
せ

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
危
機
管
理
課
ほ
か
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
公
共
交
通
の
利
便
性
に
つ
い
て

　
　
　
　

災
害
が
少
な
い
と
思
わ

れ
て
い
た
本
庄
市
も
６
月

に
降
ひ
ょ
う
被
害
、
７
月
に
豪
雨

災
害
と
立
て
続
け
に
起
こ
っ
て
い

る
。
今
回
の
豪
雨
災
害
で
道
路
冠

水
や
床
上
・
床
下
浸
水
が
あ
っ
た

が
、
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た

か
。
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
で
あ

ろ
う
豪
雨
災
害
に
対
し
て
市
民
の

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
、

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
を

作
る
た
め
に
も
、
災
害
に
対
し
て

の
防
災
・
減
災
の
長
期
計
画
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

市
で
は
、
消
防
及
び
警

察
と
平
時
か
ら
様
々
な
連

携
を
図
っ
て
お
り
、
災
害
時
に
は

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
情
報

収
集
、
伝
達
を
行
い
被
害
等
の
把

握
に
努
め
て
い
ま
す
。
７
月
の
豪

雨
災
害
で
は
市
内
各
所
で
道
路
冠

水
や
家
屋
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
、

応
急
対
応
と
し
て
冠
水
箇
所
の
通

行
止
め
や
浸
水
家
屋
の
水
替
え
作

業
、
土
の
う
に
よ
る
止
水
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
冠
水
箇
所
の
対
策

と
し
て
、
雨
水
ま
す
の
設
置
や
導

問

本
庄
市
消
防
団
の

器
具
置
場
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と

査
察
に
つ
い
て

 

内
田

　英
亮（
市
議
団 

大
地)

り
ま
す
。
児
玉
方
面
隊
の
残
り
10

部
に
つ
い
て
は
、
器
具
置
場
の
前

面
は
舗
装
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
敷

地
に
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
場
所
も

あ
り
ま
す
。

　

器
具
置
場
敷
地
・
駐
車
場
の
今

後
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
す
が
、

来
年
度
一
連
の
建
て
替
え
事
業
が

終
了
し
ま
す
の
で
、
改
め
て
各
分

団
・
部
の
器
具
置
場
の
現
状
を
確

認
し
、
未
舗
装
部
分
の
必
要
な
施

工
に
向
け
時
期
や
順
番
等
に
つ
い

て
計
画
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
児
玉
方
面
隊
の
み
が
行
う

査
察
は
、
市
で
は
な
く
消
防
団
が

独
自
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
後
は
、
査
察
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
も
消
防
団
に
意
見
を
伺
っ
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
危
機
管
理
課
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ジ
ェ

ン
ダ
ー
フ
リ
ー
ト
イ
レ
に
つ
い
て

　
　
　
　

消
防
団
の
器
具
置
場
敷

地
の
舗
装
は
方
面
隊
・
分

団
・
部
に
よ
り
異
な
る
。
約
１
４

０
０
㎡
（
４
２
３
坪
）
も
の
広
大

な
敷
地
が
全
面
舗
装
さ
れ
る
置
場

も
あ
れ
ば
、
狭
い
面
積
で
も
要
望

し
て
10
年
以
上
舗
装
さ
れ
な
い
置

場
も
あ
る
。
未
舗
装
の
置
場
は
今

後
舗
装
す
る
か
。
ま
た
児
玉
方
面

隊
の
み
が
行
う
市
の
車
で
巡
回
す

る
査
察
（
置
場
点
検
）
に
は
効
果

が
あ
る
か
。
市
の
財
産
で
あ
る
器

具
置
場
の
チ
ェ
ッ
ク
の
在
り
方
を

市
と
し
て
も
意
見
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　

本
市
の
消
防
団
は
、
現

在
、
本
庄
方
面
隊
７
分
団
、

児
玉
方
面
隊
５
分
団
14
部
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

器
具
置
場
敷
地
の
ほ
と
ん
ど
の

部
分
が
舗
装
さ
れ
て
い
る
分
団
・

部
の
数
で
す
が
、
本
庄
方
面
隊
は

７
分
団
全
部
が
舗
装
済
み
、
児
玉

方
面
隊
は
、
現
状
で
は
14
部
中
２

部
が
舗
装
済
み
で
す
が
、
今
後
新

築
す
る
２
部
の
器
具
置
場
敷
地
も

舗
装
す
る
考
え
で
す
の
で
、
14
部

中
４
部
が
舗
装
さ
れ
る
こ
と
に
な

問答

答

令和４年 9 月定例会　一般質問令和４年 9 月定例会　一般質問

本庄駅北口整備イメージ図

１家族１ファームに向けた小さな農園

積立基金残高の推移

全敷地が舗装される児玉町金屋置場
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現
在
、
費
用
負
担
補
助
等
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
化
活
動
に

対
す
る
支
援
に
あ
た
っ
て
は
他
市

の
動
向
等
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

は
、
専
門
性
や
資
質
・
能
力
を
有

す
る
指
導
者
の
確
保
は
、
大
き
な

課
題
の
１
つ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

議
員
ご
提
案
の
指
導
者
資
格
は
、

部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
て
、

適
切
な
指
導
者
を
確
保
す
る
た
め

に
も
指
導
者
の
条
件
や
研
修
制
度

等
は
市
と
し
て
一
定
の
基
準
を
設

け
た
上
で
整
備
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
検
討
の
中

で
、
資
格
取
得
へ
の
費
用
負
担
補

助
等
の
支
援
に
つ
い
て
、
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
、
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ほ
か
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
公
立
学
校
の
空
調
設
備
の
設
置

に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の

指
導
者
資
格
に
つ
い
て

門
倉

　道
雄（
市
議
団
未
来)

学
童
保
育
の
運
営
に
つ
い
て

矢
野
間

　規（
市
議
団
き
せ
き)

森
林
環
境
譲
与
税
の

　
　
　有
効
活
用
に
つ
い
て

山
田

　康
博（
市
議
団
き
せ
き)

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

に
は
、
本
人
の
技
能
認
定

や
指
導
者
資
格
・
審
判
資
格
等
が

あ
る
。
取
得
・
維
持
す
る
に
は
、

活
動
と
勉
強
と
情
熱
と
何
よ
り
お

金
が
か
か
る
。
特
に
指
導
者
資
格

は
他
者
の
た
め
に
自
身
の
時
間
と

能
力
・
経
験
を
費
や
し
経
費
を
か

け
て
い
る
。
費
用
負
担
補
助
は
で

き
な
い
か
。「
中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
」
に
お
い
て
中
学
生
を

自
分
の
得
意
分
野
で
教
え
た
い
方

々
の
発
掘
・
育
成
の
た
め
に
も
最

適
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
係
る

資
格
取
得
に
つ
い
て
、
本

庄
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
協
会

の
加
盟
団
体
に
所
属
の
方
が
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
各
競
技
団
体
の

全
国
的
組
織
の
公
認
資
格
を
取
得

す
る
場
合
、
経
費
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
で
は
指
導
者
や
保
護
者
を
対
象

と
す
る
指
導
者
講
習
会
に
よ
り
指

導
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
文
化
活
動
に
係
る
資

格
取
得
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
、

問

午
後
６
時
、
学
校
の
休
業
日
は
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で

と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

公
立
の
学
童
保
育
は
、
ほ
ぼ
定
員

を
満
た
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

条
例
の
規
定
ど
お
り
に
朝
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
以

前
か
ら
仕
事
に
急
ぐ
保
護
者
が
い

ら
し
た
た
め
、
支
援
員
の
出
勤
時

間
を
早
め
る
必
要
性
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
夏
休

み
等
長
期
休
暇
時
や
土
曜
日
の
保

育
開
始
時
間
を
早
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
実
施
に
向
け
た
具
体
的
な

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

学
童
保
育
は
、
児
童
の
健
全
育

成
、
保
護
者
の
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
を
支
援
す
る
重
要
な
施
策
で

あ
り
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど

も
を
預
け
ら
れ
、
利
用
し
や
す
い

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
子
育
て
支
援
課
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　

市
内
に
は
公
立
４
件
、

民
間
18
件
の
学
童
保
育
が

あ
る
。
夏
休
み
等
の
長
期
休
業
時

で
は
、
児
童
の
受
け
入
れ
時
間
の

違
い
が
あ
り
、
公
立
で
は
８
時
30

分
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
こ

の
時
間
で
は
就
業
開
始
時
間
に
間

に
合
わ
な
い
と
い
う
声
を
聞
く
こ

と
が
多
い
。
働
く
親
た
ち
を
支
え

る
た
め
に
あ
る
学
童
保
育
で
あ
り

な
が
ら
、
支
え
ら
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
夏
休
み
等

の
公
立
学
童
の
受
け
入
れ
時
間
を

早
め
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
　
　
　

本
市
の
公
立
の
学
童
保

育
は
、
本
庄
市
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
に
関
す
る
条
例

に
よ
り
開
所
時
間
等
を
定
め
、
一

方
、
民
間
の
学
童
保
育
は
、
基
準

を
満
た
し
た
上
で
、
各
施
設
が
実

情
に
応
じ
て
定
め
る
運
営
規
程
に

よ
り
運
営
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

開
所
時
間
等
は
施
設
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

　

現
在
、
公
立
の
学
童
保
育
は
条

例
に
お
い
て
、
保
育
時
間
は
、
原

則
学
校
の
授
業
日
は
放
課
後
か
ら

問答

令
和
６
年
か
ら
課
税
さ

れ
る
森
林
環
境
税
、
す
で

に
令
和
元
年
か
ら
本
市
に
も
譲
与

が
始
ま
り
、
そ
の
使
途
・
活
用
方

法
に
つ
い
て
本
市
の
手
腕
が
問
わ

れ
て
い
る
。
森
林
整
備
・
人
材
育

成
・
普
及
啓
発
・
木
材
利
用
促
進

と
使
途
に
規
定
が
あ
る
が
、
現
在

ま
で
の
活
用
実
績
、
こ
れ
か
ら
の

活
用
方
法
の
方
向
性
、
可
能
性
に

つ
い
て
、
そ
し
て
国
税
で
あ
る
が

故
の
平
等
性
を
保
つ
た
め
の
市
民

の
合
意
形
成
が
必
要
と
考
え
る
が

市
の
見
解
を
伺
う
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
活

用
実
績
で
す
が
、
今
後
の

森
林
の
経
営
管
理
に
関
す
る
意
向

を
確
認
す
る
森
林
経
営
管
理
意
向

調
査
、
ま
た
、
普
及
啓
発
活
動
と

し
て
、
森
林
・
林
業
体
験
業
務
に

活
用
し
、
残
り
は
基
金
に
積
み
立

て
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
森
林

の
様
々
な
状
況
を
調
べ
、
有
識
者

か
ら
の
意
見
を
基
に
、
森
林
整
備
、

普
及
啓
発
、
木
材
利
用
に
取
り
組

む
た
め
の
５
年
間
の
基
本
方
針
を

答

問答

本
庄
市
の

自
治
会
活
動
支
援
に
つ
い
て

巴

　高
志（
市
議
団
き
せ
き)

令
和
３
年
９
月
に
定
め
ま
し
た
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
活
用
の
可
能

性
に
つ
い
て
は
、
水
源
涵
養
や
木

育
へ
の
取
組
、
産
業
と
し
て
の
木

材
の
活
用
な
ど
、
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
え
て
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
の
機
能
な
ど
、
街
に
暮
ら
す
住

民
も
含
め
、
市
民
全
体
が
受
け
る

森
林
が
持
つ
人
と
自
然
に
与
え
る

恵
み
を
人
類
が
有
効
に
次
世
代
に

つ
な
い
で
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
国
の

活
用
方
針
に
沿
い
、
市
の
基
本
方

針
を
基
に
、
市
民
の
皆
様
に
見
え

る
よ
う
な
形
で
、
将
来
に
わ
た
っ

て
有
効
な
森
林
環
境
を
保
全
す
る

た
め
、
整
備
、
普
及
啓
発
、
木
材

の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
支
所
環
境
産
業
課
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
長
期
に
わ
た
る
マ
ス
ク
着
用
に

よ
る
問
題
点
に
つ
い
て

合
会
と
行
政
と
の
定
例
会
談
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
定
例

会
談
等
を
通
じ
て
自
治
会
課
題
の

把
握
と
解
決
に
向
け
、
と
も
に
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
自
治
会
活
動
の

利
便
性
向
上
等
の
た
め
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
取
組
も
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
各
自
治
会
へ
の
普
及
促
進

の
方
法
に
つ
い
て
も
自
治
会
の
皆

様
と
共
に
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
の
自
治
会
は
、
規
模
も
抱

え
る
問
題
も
様
々
で
す
。
市
で
は

自
治
会
連
合
会
と
協
力
し
て
、
各

自
治
会
の
個
別
課
題
を
す
べ
て
の

自
治
会
間
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
自
治
会
相
互
の
協
力
体
制
を
築

き
、
支
援
方
法
を
研
究
し
、
解
決

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
市
民
活
動
推
進
課
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
本
庄
市
の
自
主
財
源
の
確
保
に

つ
い
て

　
　
　
　

地
域
住
民
組
織
で
あ
る

自
治
会
は
、
役
所
や
議
会

と
共
に
地
方
自
治
を
担
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
、
社
会
経
済

状
況
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

で
自
治
会
組
織
の
弱
体
化
が
顕
著

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
当

面
の
課
題
と
し
て
自
治
会
の
テ
コ

入
れ
を
し
な
が
ら
、
そ
の
活
動
の

活
発
化
を
後
押
し
す
る
の
が
現
実

的
な
自
治
体
政
策
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
本

庄
市
と
し
て
支
援
、
今
後
の
関
わ

り
方
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

市
で
は
自
治
会
に
対
し
、

防
犯
灯
の
設
置
や
電
気
料

金
、
ご
み
収
集
所
の
設
置
、
施
設

の
補
修
整
備
、
掲
示
板
の
設
置
な

ど
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
連
合
会
を

通
じ
て
自
治
会
活
動
費
交
付
金
や

広
報
配
布
交
付
金
を
交
付
す
る
な

ど
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

次
に
自
治
会
へ
の
関
わ
り
と
し

て
、
市
で
は
、
多
く
の
自
治
会
が

抱
え
る
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
会
で
あ
る
「
自
治
会
連

問

生
活
困
窮
者
等
の
現
状
及
び

　
　
　支
援
対
策
に
つ
い
て

林

　富
司（
市
議
団
未
来)

に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
に
寄
り
添

い
、
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
福
祉

総
合
相
談
窓
口
の
新
規
相
談
件
数

は
、
毎
月
約
20
件
で
す
。
相
談
内

容
が
複
数
あ
る
場
合
や
複
合
化
し

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
包
括
的
に

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
者

が
複
数
の
窓
口
を
回
り
、
そ
の
都

度
始
め
か
ら
相
談
す
る
こ
と
も
な

く
な
り
、
相
談
者
の
精
神
的
負
担

が
軽
減
し
、
利
便
性
が
向
上
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
制
度
の
狭
間
の

よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
庄

市
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
自
治
会
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
い
っ
た
各
関

係
機
関
と
必
要
に
応
じ
て
連
携
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
福
祉
総
合

相
談
窓
口
の
検
証
を
行
い
つ
つ
、

相
談
体
制
や
さ
ら
な
る
連
携
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
生
活
支
援
課
）

　
　
　

全
国
世
論
調
査
で
は
約

90
％
の
方
が
経
済
格
差
は

深
刻
だ
と
答
え
て
お
り
、
約
50
％

の
方
が
今
後
の
経
済
格
差
は
拡
大

す
る
と
悲
観
的
の
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
自
分
の
生
活
は

自
分
で
守
る
と
努
力
し
て
も
ど
う

し
て
も
生
活
困
窮
者
等
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
生
活
困
窮
者

等
の
現
状
と
支
援
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
動
向
、
ま
た
、
今
年
開
設
の
福

祉
総
合
相
談
窓
口
の
実
績
と
相
談

件
数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

本
庄
市
自
立
相
談
支
援

窓
口
で
受
け
た
相
談
件
数

の
近
年
の
推
移
は
、
令
和
元
年
度

が
３
１
９
件
、
令
和
２
年
度
が
１

０
６
１
件
、
令
和
３
年
度
が
６
７

５
件
で
す
。
令
和
２
年
度
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
相
談
件
数
が
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
が
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
制
度
の
各
種
支
援
制
度
や

令
和
３
年
７
月
に
創
設
さ
れ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
金
等
の
交
付
等

問答

答

令和４年 9 月定例会　一般質問令和４年 9 月定例会　一般質問
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て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
聴
力
検
査

は
検
査
に
適
し
た
場
所
が
必
要
で

す
が
、
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
現

時
点
で
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
国
・
県
、
他
市
の
状
況
を
注

視
し
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　

　

磁
気
ル
ー
プ
の
使
用
促
進
に
つ

い
て
は
、
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
施
設
案
内
に
、
磁

気
ル
ー
プ
の
国
際
マ
ー
ク
と
利
用

案
内
を
掲
載
し
、
更
な
る
周
知
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
社
会
で
抱
え
る
課
題

は
様
々
で
あ
り
、
ご
提
案
の
聞
こ

え
に
特
化
し
た
講
座
の
開
催
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
も
高

齢
者
が
生
き
生
き
と
自
立
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
施
策

の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
地
域
福
祉
課
・
健
康
推
進
課
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
市
職
員
の
働
き
方
、
健
康
保
持

に
つ
い
て

難
聴
者
へ
の
対
策
・
対
応
に
つ

い
て（
補
聴
器
購
入
補
助
な
ど
）

柿
沼

　綾
子（
無
会
派)

　
　
　
　

近
年
、
他
県
で
少
し
ず

つ
始
ま
っ
て
き
て
い
る
高

齢
者
の
加
齢
に
よ
る
難
聴
対
策
と

し
て
の
補
聴
器
購
入
補
助
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
・
研
究
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
の
健
診
項
目
に
聴
力
検
査
を

入
れ
る
こ
と
、
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

と
議
場
に
設
置
済
み
の
「
磁
気
ル

ー
プ
受
信
機
」
の
使
用
を
促
す
た

め
の
方
策
、
ま
た
、
認
知
症
予
防

の
た
め
に
も
効
果
的
な
、
聞
こ
え

を
よ
く
す
る
こ
と
を
学
ぶ
講
座
・

講
演
会
を
行
う
の
は
ど
う
か
。

補
聴
器
は
症
状
に
よ
っ

て
は
思
っ
た
結
果
が
得
ら

れ
な
い
等
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
の
県
内
調
査
で
は
、

補
聴
器
購
入
補
助
の
実
施
は
１
市
、

検
討
中
が
２
市
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
補
助
を
実
施
す
る
１
市

も
事
業
を
検
証
し
令
和
３
年
度
末

で
事
業
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
も

国
、
県
等
の
動
向
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
の
実
施
基
準
に

は
、
聴
力
検
査
は
項
目
に
含
ま
れ

問答

お
も
な
案
件
②

◇
本
庄
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

一
般
職
の
常
勤
職
員
の
特
別
休

暇
の
う
ち
、
育
児
参
加
の
た
め
の

休
暇
の
対
象
期
間
を
拡
大
す
る
た

め
の
条
例
改
正
で
す
。

◇
本
庄
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

人
事
院
規
則
の
改
正
を
踏
ま
え
、

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得

要
件
を
緩
和
等
す
る
た
め
の
条
例

改
正
で
す
。

◇
本
庄
市
の
議
会
の
議
員
又
は
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用

自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に

準
じ
、
本
庄
市
議
会
議
員
及
び
本

庄
市
長
の
選
挙
の
公
営
に
係
る
公

費
負
担
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る

委
員
会
の
う
ご
き

◇
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

○
第
62
号
議
案

　

令
和
４
年
度
本
庄
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

家
庭
児
童
支
援
事
業
に
係
る
相

談
業
務
の
状
況
や
相
談
員
の
体
制

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

付
託
議
案
３
件
に
つ
い
て
、
す
べ

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

◇
17
号
バ
イ
パ
ス
及
び
幹
線
道
路

整
備
対
策
特
別
委
員
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
予
防
の
観
点
か
ら
、
面
会
で
の

要
望
活
動
を
控
え
る
こ
と
と
し
ま

し
た
が
、
国
に
対
し
て
継
続
的
に

訴
え
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
要
望
書
の
内
容
を
確
認
、

協
議
し
郵
送
に
て
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

◇
交
通
政
策
及
び
観
光
政
策
特
別

委
員
会

　

６
月
定
例
会
中
に
行
っ
た
要
望

活
動
に
係
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
の

回
答
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
優
先
順

位
を
考
え
調
査
研
究
を
続
け
、
今

後
も
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
根
気
強
く
要

望
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

◇
決
算
特
別
委
員
会
を

　
　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
た
◇

　

９
月
定
例
会
最
終
日
に
、
令
和

３
年
度
決
算
認
定
の
６
議
案
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
昨

年
同
様
、
専
門
性
を
生
か
し
た
議

案
審
査
と
す
る
た
め
、
常
任
委
員

会
の
構
成
を
踏
ま
え
た
３
つ
の
分

科
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
構
成
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
決
算
特
別
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

粳
田　

平
一
郎

　

副
委
員
長　

清
水　

静
子

・
総
務
分
科
会

◎
清
水　

静
子　

○
門
倉　

道
雄

　

小
賀
野
健
司　
　

巴　
　

高
志

　

広
瀬　

伸
一　
　

高
橋　

和
美

・
建
設
産
業
分
科
会

◎
粳
田
平
一
郎　

○
山
田　

康
博

　

山
口　
　

豊　
　

堀
口
伊
代
子

　

柿
沼　

綾
子　
　

林　
　

富
司

・
厚
生
文
教
分
科
会

◎
矢
野
間　

規　

○
谷
田　

裕
之

　

栗
田　

弘
志　
　

倉
林　

益
代

　

内
田　

英
亮　
　

柿
沼　

光
男

　

小
林　
　

猛

(

◎
印
は
分
科
会
委
員
長
、
○
印

は
分
科
会
副
委
員
長)

た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て

　

本
庄
市
庁
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事

請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
本
庄
市
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又

は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

◇
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

道
路
法
第
10
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
払
い
下
げ
に
よ
り
廃
止
す
る

３
件
に
つ
い
て
、
市
道
路
線
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

◇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

道
路
法
第
８
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
国
か
ら
の
移
管
に
伴
い
認
定

す
る
２
件
に
つ
い
て
、
市
道
路
線

を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
令
和
４
年
度
本
庄
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

係
る
経
費
等
の
追
加
や
、
空
き
家

除
却
補
助
金
に
つ
い
て
、
申
請
件

数
が
想
定
よ
り
も
上
回
り
不
足
を

生
じ
る
た
め
の
追
加
な
ど
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
２
８
９
万
９

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
９
億
４
４

７
０
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◇
令
和
３
年
度
一
般
・
特
別
・
企

業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

　

地
方
自
治
法
及
び
地
方
公
営
企

業
法
の
規
定
に
よ
り
、
各
会
計
の

決
算
を
議
会
の
議
決
に
付
す
る
も

の
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
３

４
８
億
１
９
０
１
万
２
２
２
８
円

で
前
年
度
比
14
・
７
％
の
減
。
歳

出
決
算
額
は
３
１
５
億
８
３
６
４

万
６
２
６
７
円
で
前
年
度
比
17
・

６
％
の
減
で
す
。

◇
令
和
４
年
度
本
庄
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

令
和
４
年
度
の
制
度
改
正
に
伴

う
未
就
学
児
の
均
等
割
保
険
税
の

軽
減
措
置
に
対
応
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
改
修
に
係
る
経
費
の
追
加

な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
５

０
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
79
億
８

１
２
５
万
１
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◇
令
和
４
年
度
本
庄
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

令
和
３
年
度
の
実
績
に
基
づ
く

国
・
県
等
へ
の
返
還
金
な
ど
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
２
０
６

万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
64
億
４
５

３
３
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
令
和
４
年
度
本
庄
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
、
令
和
４
年
11
月
か
ら
5

ヶ
月
分
の
学
校
給
食
費
を
補
助
す

る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６

億
３
０
４
５
万
８
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
１
５
億
７
５
１
６
万
６
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

の
認
定
申
請
に
係
る
件
数
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。
付
託
議

案
７
件
に
つ
い
て
、
す
べ
て
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◇
建
設
産
業
常
任
委
員
会

○
第
62
号
議
案

　

令
和
４
年
度
本
庄
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
補
助

金
の
周
知
や
要
望
調
査
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。
付

託
議
案
６
件
に
つ
い
て
、
す
べ
て

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員

会
の
審
査
内
容
に
つ
い
て
主
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
総
務
常
任
委
員
会

○
第
53
号
議
案

　

本
庄
市
手
数
料
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画

令和４年 9 月定例会　一般質問

議場に用意されている磁気ループ

本庁舎1階トイレ

決算書類



通学路について
・通学路の道路整備について
・通学路等のゴミ収集所について

本庄市内の図書館の利便性向上のための
決議

本庄高等学校

一般 
質問

決議

シェアサイクルについて
・シェアサイクルで若者が観光するまちに
・シェアサイクルで市民が自転車にのるまちに

私たちの本庄市を、私たちの力で！
暮らしやすく安全できれいなまちを創るた
めの決議

児玉高等学校

決議

市内交通機関について
・本庄駅の南口と北口の自転車横断について
・駅と駅のアクセスについて
・駅チカ周辺の高校生の居場所作りについて

ＳＮＳを活用した本庄市のＰＲに取り組
む決議

早稲田大学本庄高等学院

決議

よみがえれ　宿場町本庄！
・中山道と銀座通りの空き店舗の数
・空き店舗対策にどのような補助を行っているのか
・本庄市が宿泊したいまちとして選んでもらうた

めの施策について

よみがえれ宿場町本庄！に関する決議

本庄第一高等学校

決議

給付型奨学金や学びを応援する制度の創
設を巡って
・給付型奨学金の創設について
・学びを応援する制度の創設について

高校生が行きたい場や高校生の居場所を
創る気運を高めていく決議

児玉白楊高等学校

決議

本庄市の防災について
・公園の防災について
・空き家の状況、対応について
・災害時の物資の備えについて

私たちが取り組むべき防災・訓練に関す
る決議

本庄東高等学校

決議

一般 
質問

一般 
質問

一般 
質問

一般 
質問

一般 
質問

1213

　本庄市議会では、次代を担う高校生に市議会の模擬体験を通して、行政や市議会の仕組みを学
び、市政や議会活動への関心と理解を深めていただくきっかけ作りとして第２回  「高校生議会」
を８月 18 日に開催しました。市内にある 6 つの高校から選出された 21 名の生徒を、第２回 高
校生議会高校生議員として任命し、議員としての活動を体験してもらいました。
　高校生議会本会議に向けて、全体での事前学習会を開催し、その後各校で何度も集まり、市職
員に対しヒアリングを実施するなど準備を行いました。当日は 19 名の高校生議員が熱く思いを
議場で発言しました。

　高校生議会本会議では、まちづくりに対する意見や提案を行う一般質問については執行部の答
弁の後にさらに再質問を行いました。また、高校生議員自らが今後実行していくことを表明する
決議は、他校からの質疑を受け議論を交わすなど新しい取組も行いました。
　市議会議場で 8 月 18 日に開催された高校生議会の様子は、
市議会ホームページでご覧いただけますので、是非ともご覧ください。

https://www.city.honjo.lg.jp/shiseijoho/shigikai/oshirase/13905.html

第２回 本庄市議会 高校生議会 開催！
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12 月定例会の予定
11月25日(金)10：00～　本会議（議案説明）

11月29日(火)10：00～　本会議（議案質疑）

12月１日(木)９：30～　総務常任委員会・厚生文教常任委員会

12月２日(金)９：30～　建設産業常任委員会

12月６日(火)９：30～　17号バイパス及び
  幹線道路整備対策特別委員会

12月７日(水)９：30～　交通政策及び観光政策特別委員会

12月15日(木)９：30～　本会議（一般質問）

12月16日（金）９：30～　本会議（一般質問）

12月19日（月）９：30～　本会議（一般質問）

12月21日（水）10：00～　本会議（議案採決）

※会議の日程は、議事の都合により変更になるこ
とがあります。

インフォメーション

▶傍聴のお知らせ◀
【本会議を傍聴される方】
　本会議は、右記のとおり一般質問の日は午前9時30分に、それ以
外の日は午前10時に開会予定です。傍聴を希望される方は、議会事
務局で傍聴の手続きを行っていただき傍聴席にご入場ください。
※ヒアリング（磁気）ループもございますので、お声がけください。
【委員会を傍聴される方】
　委員会は、通常、午前9時30分に開会します。当日の委員会開会5
分前までに議会事務局で傍聴の手続きを行ってください。各委員会
の定員は3名で、定員を超えた場合は抽選により決定いたします。

▶本会議のライブ中継・録画配信◀
○本会議の全日程をライブ中継及び録画配信でご覧いただけま
す。また、録画配信では、過去５年分（令和2年6月定例会以前は
一般質問のみ）をご覧いただけます。

★本会議のライブ中継・録画配信のアドレス
　https://smart.discussvision.net/smart/
　tenant/honjo/WebView/rd/council_1.html
　※スマートフォンでもご覧いただけます。

※発熱、せきなど、体調不良の方は、傍聴をご遠慮ください。

編
集

     

後
記

　
「
ち
は
や
ぶ
る 

神
代
も
聞
か
ず 

竜
田
川

　
か
ら
く
れ
な
ゐ
に 

水

く
く
る
と
は
」

　
　
　

 

在
原
業
平

　四季
折
々
の
風
情
が
日
本
の

魅
力
。古
来
、秋
の
紅
葉
は
日
本
人

の
心
に
寄
り
添
っ
て
き
た
。本
庄

市
の
紅
葉
の
名
所
は
間
瀬
湖
ら

し
い
。豊
か
な
自
然
の
中
に
貴
重

な
歴
史
文
化
が
息
づ
く
本
庄
市
。

　
行
政
・
議
会
・
自
治
会
、三
位
一

体
で
よ
り
魅
力
的
な
本
庄
市
を

追
求
す
る
。議
員
の
考
え
や
市
の

課
題
・
姿
勢
、そ
の
一
片
が
伺
え

る
の
が「
議
会
だ
よ
り
」。ま
ず
は

熟
読
し
て
市
政
へ
の
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
議
会
だ
よ
り
、毎
回
興
味
深

く
読
ん
で
い
ま
す
。」市
民
の
声

が
聞
こ
え
て
く
る
。

部 

会 

長

副
部
会
長 

部 

会 

員
　
　
〃

　

　
　
〃

　

　
　
〃

　

　
　
〃

　

　
　
〃

　 内

　
田

　
英

　
亮

山

　
田

　
康

　
博

谷

　
田

　
裕

　
之

栗

　
田

　
弘

　
志

倉

　
林

　
益

　
代

小
賀
野

　
健

　
司

門

　
倉

　
道

　
雄

小

　
林

　
　
　
猛

広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
　
議
会
報
編
集
部
会

《写真のテーマ》　　　本庄自慢
《応募期間（必着）》　２月１５日発行号…令和４年１１月１５日～１２月２３日

令和４年度の「本庄市議会だより」表紙写真を募集します！

次に該当するもので、どなたでも 応募いただけます。（１号につき２枚まで）
①応募者本人が本庄市内を撮影した写真　　　　　　　 ②概ね１年以内に撮影した未発表のもの
③人物が特定できる場合、被写体の承諾を受けたもの　　④合成写真、組み写真、画像加工処理したものは不可
⑤デジタルデータ（JPEG形式、2240×1680ピクセル以上）又は現像した写真（2Lサイズ以上）で提供できるもの

応募用紙に必要事項を記入し、議会事務局へメール（gikai@city.honjo.lg.jp）、郵送又は持参 ( 土･日･休日を除く )
にてご応募ください。
表紙写真公募要領に記載の事項をご確認いただいた上で応募してください。
※応募用紙、表紙写真公募要領は、ホームページ又は議会事務局にて配布しています。
https://www.city.honjo.lg.jp/soshiki/shigikai/gikai/shigikaidayori/12083.html

応募方法

応募規定

「本庄市議会だより」の表紙を あなたの撮影した写真 で飾ってみませんか。
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